
嵯峨美術短期大学 美術学科 教育目標 

学生の自己表現能力を育てるため、基礎教育を重視して、学生自らが自己到達目標に向かって努力する姿

勢を育む。また、学生一人ひとりの個性を尊重し、自主性を育てる。さらに、現在の芸術の動向や近未来の社

会状況を把握するため、視野を広め、見識を新たにする機会を提供し、向学の意欲を高める。 

〇学習成果 

嵯峨美術短期大学は、以下に示す資質・技能を備えた人材の育成を目標とする。

・現代社会に生起する様々な事象、現在の芸術の動向および伝統的な芸術表現と様式およ

び理論を学び、さらにそれを現代に活かすことができる。

・柔軟な思考と創造性を発揮し、問題解決の手法を幅広く検討し、実践できる。

・主体的にテーマ・課題を見出す姿勢、他者を尊重し思いやる心、自らの個性を発揮し発

信することのできる力を身につけている。

・現代の芸術に必要な基礎的な造形力を養い、それを応用し自らの個性を表現し発信する

力を身につけている。

嵯峨美術短期大学 専攻科 教育目標  

自主的研究が可能な、自由度の高いカリキュラムと専門性を高める教育を通して、高い技能と深い

思考力の向上を図り、優れた表現能力を修得する。さらに、地域社会と連携した、より実践的な活

動を通じて、現在の社会状況の理解と、積極的な社会参加をめざす。 

〇学習成果 

嵯峨美術短期大学専攻科は、以下に示す資質・能力を備えた人材の育成を目標とする。

・現代社会と美術やデザインとの関わりを理解し、今後自ら活動していく具体的かつ現実

的な展望を他者に説明することができる。

・社会の要請に応えるため、調査・分析・企画立案を適切かつ機敏に実行できる。

・主体的に研究テーマを見いだし、社会に即応していこうとする強い意欲を身につけてい

る。

・美術やデザインにおける高度な専門性を身につけ、それをもとに自らの感性を表現する

実践的なプレゼンテーション技能を有している。




